
※：日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士の単位セミナー5単位
主催：横浜嚥下障害症例検討会

プログラム
受付開始

15:00～ 開会の挨拶

会場

16:20～

休憩 ~約1５分~

第19回横浜嚥下障害症例検討会

2020年2月29日（土）
定員 100名 ※定員になり次第、締切とさせていただます。

会費 1000円 ※横浜嚥下障害症例検討会の通年講座修了者は半額500円、

（修了証の写しを提示）。 学生は無料、（学生証を提示）。

ウィリング横浜（上大岡）12階121-122
横浜市港南区上大岡西1-6-1

標記検討会を下記日程にて開催致します。是非、皆様お誘い合わせの上、ご参加く
ださい。 お申込みは、裏面に記載していますメールにお送りください。

15:05～16:05 【第1部】 講演会 ＜教育講演※＞
「気管切開術後症例の嚥下・音声のリハビリテーション」
講師：新戸塚病院 言語聴覚士 小田 海先生

【第2部】

1.前回症例のその後
①「右大腿骨頸部骨折により低活動、低栄養を呈した症例」
新戸塚病院 言語聴覚士 藤田健太郎 先生

２.新規症例
①横須賀共済病院 言語聴覚士 金井枝美 先生
②鶴巻温泉病院NST 栄養士 高崎先生
③湘南病院、健康長寿科学研究所、西山耳鼻咽喉科医院
進行は症例提示7分間、質疑応答13分間

17:55～ 閉会の挨拶

横浜嚥下障害症例検討会

15:00 ～ 18:00

14:20～
開会前の時間に、前回第18回第2部症例検討会部分の記
録動画を、スクリーンに映します。

＜展示のご案内＞①各種気管カニューレと、練習用の生体
モデルを展示します。実物に触れていただけます。
②嚥下訓練用干渉電流型低周波治療器の体験ができます。
③新しい「おかゆ用食品」の試食ができます。

京急・市営地下鉄「上大岡」駅 徒歩約３分「ゆめおおおかオフィスタワー」内

☆お問い合わせ先：事務局（桑原）080-3459-5109



●メールに下記記載をお願いします（①～③は必須、④、⑤は該当する方）
件名「第19回参加」

①参加者名 ②勤務先 ③職種
④新規症例提示が「有る」方（事務局から事前調整のご連絡をさせていただきます）

⑤日本摂食嚥下リハ学会認定士単位証明書が必要な方は「認定士No.」

（複数名でご参加される場合、全員分の①～③を記載して下さい）
⇒事務局から申し込み受付済みの返信をいたします。

参加申込締切：2020年２月27日メール受信まで
注：会場定員になり次第、締切とさせていただきますので、お早目のお申込みをお願い致します

会場Map

参加お申込はメールで（下記事務局ﾒｰﾙ宛て）

yokohamaenge@yahoo.co.jp

事前申し込み特典：第18回症例検討会（2019年8月3日）＆当会主催の第10回市民公開講座
（2019年10月20日）記録動画ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰしたDVD-Rを、事前申込みの方にお配りいたします。

教育講演抄録： 「気管切開は下気道管理においては有用だが、気管切開自体が
嚥下機能に悪影響を及ぼす。気管切開術後のリハビリテーションは、リスク管理
と適切な病態評価を行い、嚥下機能訓練と音声機能訓練を並行して行う。
講演では症例提示を通してカニューレのステップアップや抜管プロセスについて
解説する。また、リハビリテーションに難渋する気管孔肉芽形成等の合併症や、
慢性的唾液誤嚥症例への対応法についても触れる。」


